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菱
川
師
宣
記
念
館
蔵
『
歌
仙
』
—
解
題
と
翻
刻
・
影
印
— 

田 

野 

慎 

二 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド 

菱
川
師
宣
・
名
所
和
歌
・
名
所
絵
・
歌
仙
絵 

は
じ
め
に 

菱
川
師
宣
記
念
館
に
『
歌
仙
』
と
い
う
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
発
行
『
菱

川
師
宣
作
品
集

（
1
）

』
で
「
刊
年
・
版
元
と
も
不
詳
だ
が
、
師
宣
画
と
思
わ
れ
る
」
と
紹

介
さ
れ
る
刊
本
だ
が
、
わ
ず
か
な
掲
載
図
版
で
は
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が

叶
わ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
度
、
実
地
に
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
挿
絵
に
は
、
確
か
に
師
宣

風
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
師
宣
作
品
と
し
て
確
実
な
、
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
『
女
歌
仙

新
抄
』『
藤
川
和
歌
百
首
』
の
挿
絵
な
ど
と
比
較
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
遜
色
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
稿
は
、
絵
入
り
の
名
所
歌
集
と
で
も
言
う
べ
き
本
作
品
を
、
簡
単
な
解
題

と
と
も
に
、
影
印
、
翻
刻
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

書
誌 

先
ず
、
書
誌
を
報
告
す
る
。 

菱
川
師
宣
記
念
館
蔵
。
整
理
番
号
Ａ
―
７
―
１
（
２
）
。
刊
本
、
二
冊
。
表
紙
は
藍

色
草
花
横
刷
毛
目
。
そ
の
中
央
に
、
外
題
あ
り
。
題
簽
に
「
歌 

仙

菱
川
師
宣
画

 

上
（
下
）
」
と

墨
書
。
題
簽
は
後
装
か
。
内
題
な
し
。
縦
二
六
・
一
糎
×
横
一
八
・
三
糎
。
短
辺
の

匡
郭
で
、
序
部
分
は
、
縦
二
一
・
九
糎
×
横
一
五
・
八
糎
。
そ
の
他
は
、
一
七
・
六

糎
×
一
五
・
七
糎
。
表
紙
以
外
の
紙
数
は
、
上
冊
十
三
丁
、
下
冊
十
四
丁
。
丁
付
け

な
し
。 

 

上
冊
巻
頭
に
序
あ
り
。
年
時
・
署
名
な
し
。
序
の
前
半
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
「
仮

名
序
」
巻
頭
を
踏
ま
え
、
和
歌
の
本
質
・
効
用
を
述
べ
る
。
後
半
は
刊
行
の
趣
旨
を

記
す
。
そ
の
内
容
は
、
専
門
の
歌
人
と
違
い
、「
そ
の
所
の
風
景
を
め
な
れ
ぬ
人
」
は
、

名
所
の
情
景
を
想
起
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
名
所
の
「
あ
ら
ま
し
」(

＝
大
体
の

と
こ
ろ)

を
絵
に
描
き
、
歌
人
と
名
歌
を
添
え
て
刊
行
す
る
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 
と
こ
ろ
で
、
刊
行
趣
旨
の
く
だ
り
に
、「
ゐ
な
が
ら
名
所
を
し
る
」
と
い
う
当
時
の

俚
諺
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
俚
諺
が
、
師
宣
が
挿
絵
を
描
い
た
、
天
和

二(

一
六
八
二)
年
刊
『
名
所
和
歌
之
道
引
』
や
『
和
国
名
所
鑑
』
の
序
文
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
、 
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さ
れ
ば
、
聖
人
は
生
な
が
ら
か
し
こ
く
、
哥
人
は
居
な
が
ら
に
し
て
名
所
を
し

る
と
こ
そ
い
へ
、
蒙
昧
の
我
ら
ご
と
き
は
、
更
に
十
方
な
し
。 

（
『
名
所
和
歌
之
道
引
』
） 

誠
に
海
陸
の
風
破
に
も
不
逢
し
て
目
前
に
こ
れ
を
う
か
ご
ふ
事
、
哥
人
は
居
な

が
ら
名
所
を
知
る
心
な
ら
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
和
国
名
所
鑑
』
） 

と
引
用
さ
れ
て
お
り
、
名
所
の
情
景
を
視
覚
的
に
伝
え
る
挿
絵
を
付
し
た
作
品
で
は
、

常
套
的
に
使
用
さ
れ
る
諺
で
あ
っ
た
。
こ
の
俚
諺
は
、「
歌
人
と
い
う
の
は
日
頃
か
ら

名
所
・
歌
枕
の
知
識
を
蓄
え
て
い
て
、
よ
し
ん
ば
実
際
に
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
名
所

で
あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
そ
の
情
景
を
想
起
し
得
る
も
の
だ

（
2
）

」
と
い
う
意
味

で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
難
し
い
人
の
た
め
に
、
名
所
の
情
報
を
視
覚
的
に
図
示
す

る
こ
と
が
本
書
刊
行
の
狙
い
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

  
 

 

二 

集
付
・
和
歌 

  

各
挿
絵
で
引
用
さ
れ
る
和
歌
の
集
付
は
す
べ
て
勅
撰
集
で
あ
る
。【
表
１
】
に
示
し

た
と
お
り
、
集
付
の
記
載
は
概
ね
正
し
い
が
、「
15 

新
古
今
」
→
新
続
古
今
、「
43 

続
後
拾
遺
」
→
新
後
拾
遺
の
よ
う
な
誤
り
も
あ
る
。
こ
の
二
例
を
訂
正
し
た
形
で
、

引
用
歌
の
出
典
数
を
勅
撰
集
毎
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

    

 

『
後
拾
遺
集
』『
詞
花
集
』
を
出
典
と
す
る
和
歌
は
な
い
の
だ
が
、
お
お
む
ね
、
二

十
一
代
集
全
体
が
選
歌
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

た
だ
し
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
が
あ
る
。『
古
今
集
』
を
出
典
と
す
る
和
歌
が
わ

ず
か
一
例
し
か
な
い
点
、
『
新
続
古
今
集
』
が
、
『
新
古
今
集
』
よ
り
も
多
い
八
例
で

多
と
な
っ
て
い
る
点
、
八
代
集
十
七
例
、
十
三
代
集
三
十
五
例
で
、
後
者
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
点
な
ど
で
あ
る
。 

 

直
接
の
選
歌
資
料
が
何
で
あ
っ
た
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
当
該
歌
が
、『
新
編
国

歌
大
観
』
で
他
に
ど
の
よ
う
な
作
品
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

『
歌
枕
名
寄
』
が
三
十
六
例
と

多
で
あ
っ
た
。
名
所
歌
集
で
あ
る
『
歌
枕
名
寄
』

は
、「
採
録
歌
の
出
典
と
し
て
名
の
見
え
る
勅
撰
集
が
、
若
干
の
例
外
を
除
き
続
拾
遺

和
歌
集
（
静
嘉
堂
本
）
も
し
く
は
新
後
撰
和
歌
集
（
刊
本
な
ど
）
を
下
限
と

（
3
）

」
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
数
値
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
名
所
歌
集
の

類
い
が
選
歌
資
料
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
勅
撰
二
十
一
代
集
か
ら
諸
国
の
名

所
を
詠
ん
だ
和
歌
を
集
め
た
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
に
は
、『
歌
仙
』
掲
載
歌
は
す
べ

て
収
録
さ
れ
て
い
る

（
4
）

。 

 

勅
撰
集
所
収
の
当
該
名
所
歌
が
少
な
い
の
な
ら
と
も
か
く
、
あ
る
程
度
の
歌
数
が

あ
る
場
合
は
、
な
ぜ
そ
の
歌
が
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
合
理
的
に
説
明
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

（
5
）

。 

 
た
と
え
ば
、
「
６ 

浮
田
杜
」
に
つ
い
て
、
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
は
、
次
の
十
首

を
挙
げ
る(

四
三
二
五
～
四
三
三
四)

。 
あ
ふ
事
の
な
き
を
浮
田
の
杜
に
住
よ
ぶ
こ
鳥
こ
そ
我
身
也
け
れ 

（
金
葉
恋
上 

藤
原
為
真
朝
臣
） 

古今 1

後撰 2

拾遺 1

後拾遺 0

金葉 2

詞花 0

千載 4

新古今 7

新勅撰 5

続後撰 2

続古今 3

続拾遺 1

新後撰 2

玉葉 2

続千載 1

続後拾 2

風雅 1

新千載 2

新拾遺 3

新後拾 3

新続古 8
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下
草
は
葉
ず
ゑ
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
う
き
田
の
杜
の
五
月
雨
の
比 

（
続
後
撰
夏 

俊
成
） 

か
く
し
つ
ゝ
さ
て
や
ゝ
み
な
ん
大
あ
ら
き
の
浮
田
の
杜
の
し
め
な
ら
な
く
に 

（
続
古
今
恋
一 

人
丸
） 

春
く
れ
ば
浮
田
の
杜
に
引
し
め
や
苗
代
水
の
た
よ
り
な
る
ら
ん 

（
続
拾
遺
春
下 

従
二
位
家
隆
） 

行
雲
の
浮
田
の
杜
の
む
ら
時
雨
す
ぎ
ぬ
と
み
れ
ば
紅
葉
し
て
け
り 

（
新
後
撰
秋
下 

源
兼
氏
） 

下
草
は
植
ぬ
に
茂
る
大
あ
ら
き
の
森
の
う
き
田
に
さ
苗
取
な
り 

（
続
千
載
夏 

津
守
国
道
） 

心
引
方
こ
そ
し
ら
ね
わ
す
ら
る
ゝ
身
を
ば
浮
田
の
森
の
し
め
縄
（
同
恋
五 

法
眼
行
済
） 

★
日
に
そ
へ
て
思
ひ
ぞ
茂
る
大
あ
ら
き
の
浮
田
の
杜
や
我
身
な
る
ら
ん 

（
新
千
載
恋
三 

八
条
院
高
倉
） 

大
あ
ら
き
の
杜
の
浮
田
の
五
月
雨
に
袖
ほ
し
あ
へ
ず
さ
苗
取
也 

（
新
拾
遺
夏 

藤
原
雅
朝
朝
臣
） 

五
月
雨
は
ま
や
の
軒
ば
も
朽
ぬ
べ
し
さ
こ
そ
浮
田
の
杜
の
し
め
縄 

（
新
続
古
今
夏 

順
徳
院
御
製
） 

 

『
歌
仙
』
で
収
録
さ
れ
た
の
は
、
★
の
八
条
院
高
倉
歌
な
の
で
あ
る
が
、
俊
成
・

人
丸
・
家
隆
・
順
徳
院
ら
の
歌
で
は
な
く
、
な
ぜ
こ
の
八
条
院
高
倉
歌
が
選
歌
さ
れ

た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
選
歌
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
方
針
が

あ
り
、
厳
し
い
制
約
に
縛
ら
れ
て
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
特
定
の
選

歌
資
料
に
拠
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。 

 

ま
た
、
序
文
で
は
「
名
哥
を
そ
の
ほ
と
り
に
か
き
あ
ら
は
し
ぬ
」
と
、
掲
載
歌
す

べ
て
が
あ
た
か
も
「
名
歌
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
文

字
通
り
に
は
受
け
取
り
に
く
い
。
「
名
歌
」
の
定
義
に
も
拠
る
だ
ろ
う
が
、
『
歌
仙
』

の
場
合
、
勅
撰
集
所
収
歌
と
い
う
こ
と
で
、「
名
歌
」
で
あ
る
こ
と
の
担
保
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。 

  
 

 

三 

所
在
国
・
名
所 

  

名
所
の
所
在
国
を
、
全
国
を
五
畿
七
道
に
分
け
る
分
類
で
整
理
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。 

畿
内 

 

山
城
⑮
（
１
笠
取
山
、
２
千
代
古
道
、
６
浮
田
杜
、
16
小
倉
山
、 

23
桂
里
、
26
石
清
水
、
28
音
羽
瀧
、
31
戸
難
瀬
瀧
、 

33
野
宮
、
38
稲
荷
山
、
40
淀
、
41
款
冬
瀬
、
44
鳥
羽
、 

46
嵐
山
、
49
小
野
） 

大
和
④
（
３
春
日
野
、
８
葛
城
山
、
25
初
瀬
寺
、
35
龍
田
） 

摂
津
③
（
18
輪
田
御
崎
、
27
生
田
森
、
37
布
引
の
瀧
） 

東
海
道 

伊
勢
③
（
15
若
松
原
、
30
神
路
山
、
39
鈴
鹿
） 

参
川
①
（
42
八
橋
） 

遠
江
②
（
10
浜
名
橋
、
21
佐
夜
中
山
） 

駿
河
②
（
13
富
士
、
36
田
子
浦
） 

常
陸
①
（
22
桜
川
） 

東
山
道 

近
江
⑧
（
７
湖
海
、
９
石
山
寺
、
17
堅
田
、
20
千
枝
村
、 
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29
竹
生
嶋
、
34
老
曽
杜
、
43
唐
崎
、
47
逢
坂
） 

美
濃
①
（
14
不
破
関
） 

陸
奥
①
（
50
千
賀
塩
竃
） 

北
陸
道 
ナ
シ 

山
陰
道 

丹
後
③
（
４
梶
嶋
、
24
懸
湊
、
48
天
橋
立
） 

山
陽
道 

播
磨
②
（
５
室
泊
、
45
賀
古
湊
） 

備
後
①
（
19
鞆
浦
） 

南
海
道 

紀
伊
②
（
11
音
無
瀧
、
12
和
哥
浦
） 

淡
路
①
（
51
絵
嶋
） 

西
海
道 

筑
前
①
（
32
生
松
原
） 

豊
前
①
（
52
門
司
関
） 

 

こ
れ
は
、
お
お
む
ね
、
各
国
の
名
所
数
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
、『
類
字
名
所
和

歌
集
』
で
、
名
所
数
十
以
上
の
国
は
、
越
中
国
・
石
見
国
・
備
中
国
・
信
濃
国
を
除

い
て
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
山
城
国
の
十
五
カ
所
は
お
よ
そ
三
割
で
、

群
を
抜
い
て
多
く
、
都
近
辺
の
名
所
へ
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
る
。
逆
に
、
都
か
ら

遠
く
離
れ
た
地
で
、
床
し
い
歌
枕
も
多
い
陸
奥
国
は
一
カ
所
と
少
な
い
。
畿
内
を
除

く
地
域
で
も
、
伊
勢
国
・
近
江
国
・
丹
後
国
・
播
磨
国
・
紀
伊
国
・
淡
路
国
な
ど
畿

内
に
近
い
と
こ
ろ
の
名
所
が
目
立
つ
。 

 

一
方
、
た
と
え
ば
、
大
和
国
で
は
、
吉
野
が
な
く
、
摂
津
国
で
は
、
須
磨
、
明
石
、

住
吉
が
選
ば
れ
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
点
、
逆
に
、
勅
撰
集
で
は
、
１
～
２
例
し
か

用
例
の
な
い
、
４
梶
嶋
、
５
室
の
泊
、
18
輪
田
御
崎
、
19
鞆
浦
、
22
桜
川
、
24
懸

湊 

41
款
冬
瀬
（
以
上
１
例
）
20
千
枝
村
、
29
竹
生
嶋
（
以
上
２
例
）
が
選
ば
れ

て
い
る
点
な
ど
、
名
所
選
択
の
基
準
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の

点
は
、
前
節
で
触
れ
た
選
歌
資
料
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え

た
い
。 

  
 

 

四 

歌
人 

  

掲
載
歌
に
は
、「
読
人
不
知
」
の
和
歌
が
な
い
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
序
文

で
も
「
よ
み
人
の
か
ず
を
な
ら
べ
て
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
個
人
が
詠
ん
だ

歌
が
選
歌
の
対
象
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
【
表
２
】
参
照
）
。 

 

し
か
も
、
41
西
園
寺
入
道
と
52
入
道
前
太
政
大
臣
と
が
、
同
じ
藤
原
（
西
園
寺
）

公
経
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
一
人
が
重
複
し
て
選
歌
さ
れ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
て

い
る
。
公
経
の
場
合
も
、
あ
る
い
は
、
編
者
は
、
別
人
と
捉
え
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
と
す
れ
ば
、『
歌
仙
』
で
は
、
選
歌
に
お
い
て
、
勅
撰
集
所
収
の
名
所
和
歌
で
、

読
人
不
知
の
歌
は
除
き
、
選
歌
は
一
人
一
首
に
限
る
と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
原
則
は
、
た
と
え
ば
、『
百
人
一
首
』(

藤
原
定
家)

の
選
歌
方
針
に
も
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
歌
仙
』
と
い
う
書
名
に
も
関
わ
る
も
の
だ
が
、
掲
載
歌

の
歌
人
を
一
覧
す
る
と
、
歌
仙
（
＝
「
和
歌
に
優
れ
た
人
」
）
と
す
る
に
は
や
や
躊
躇

せ
ざ
る
を
得
な
い
歌
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。【
表
２
】
に
は
、
当
該
歌
人
が
、
主
要
な

秀
歌
撰
に
選
ば
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
参
考
と
し
て
示
し
た

（
6
）

。 

 

『
歌
仙
』
の
歌
人
を
一
覧
す
る
と
、
柿
本
人
丸
は
い
る
が
、
山
部
赤
人
は
お
ら
ず
、

六
歌
仙
で
は
、
在
原
業
平
の
み
。
三
十
六
歌
仙
で
は
、
柿
本
人
丸
、
紀
貫
之
、
在
原
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業
平
、
源
順
の
み
。
中
古
三
十
六
歌
仙
で
は
、
赤
染
衛
門
、
在
原
元
方
、
藤
原
長
能

の
み
。
女
性
歌
人
と
い
う
点
で
も
、
小
野
小
町
、
伊
勢
、
和
泉
式
部
、
式
子
内
親
王

と
い
っ
た
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
古
い
時
代
の
代
表
的
な
歌
仙

が
少
な
く
、
全
体
に
華
や
か
さ
に
欠
け
る
点
は
否
め
な
い
。 

 

試
み
に
、
勅
撰
集
入
集
歌
で
、
和
歌
の
力
量
を
測
る
と
す
る
な
ら
ば
、
総
入
集
歌

数
の
少
な
い
、
た
と
え
ば
、
十
首
に
満
た
な
い
歌
人
が
、
十
二
名
含
ま
れ
て
い
る
点

も
注
意
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
下
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
面
も
あ
ろ
う
が
、

こ
の
問
題
も
、『
歌
仙
』
に
お
け
る
選
歌
の
方
針
や
選
歌
資
料
の
問
題
と
も
関
わ
る
の

で
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

 

い
す
れ
に
せ
よ
、「
歌
仙
」
と
い
う
書
名
は
、
掲
載
歌
の
歌
人
の
顔
ぶ
れ
か
ら
す
る

と
や
や
誇
張
さ
れ
た
き
ら
い
は
あ
る
の
だ
が
、
一
方
、
歌
仙
絵
と
い
う
観
点
か
ら
見

れ
ば
、
本
作
品
の
特
徴
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
、
挿
絵
の
手

前
の
方
に
、
名
所
の
風
景
だ
け
で
な
く
、
作
者
と
思
し
き
歌
人
の
姿
が
、
大
き
く
歌

仙
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
37
例
ほ
ど
あ
る
か
ら
で
あ
る

（
7
）

。
特
に
、
16
業

平
、
22
貫
之
、
35
人
丸
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
伝
統
的
な
歌
仙
絵
の

姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

（
8
）

。
つ
ま
り
、『
歌
仙
』
の
挿
絵
は
、
名
所
絵

と
歌
仙
絵
と
の
融
合
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
い

か
。 

  
 

 

五 

頭
注 

  

頭
書
部
分
に
付
さ
れ
て
い
る
、
掲
載
歌
に
対
す
る
簡
略
な
注
釈
に
つ
い
て
は
、
今

こ
れ
を
詳
細
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
の
一
端
と
し
て
、
短
い
注
の

中
に
、
和
歌
や
漢
詩
な
ど
を
引
く
例
が
目
立
つ
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
煩
を
い

と
わ
ず
列
挙
し
、
出
典
を
注
記
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

９ 

白
楽
天
が
、
三
五
夜
中
の
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
と
お
な
じ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
五
夜
中
新
月
色 

二
千
里
外
故
人
心 

（
和
漢
朗
詠
集
・
十
五
夜
・
白
楽
天
・
二
四
二
） 

11 

い
く
た
び
か
心
ま
で
く
る
わ
が
な
み
だ
か
な
と
同
じ
。 

未
詳
。
参
考
「
ゆ
る
さ
ね
ば
袖
に
は
お
ち
ず
い
く
度
か
心
ま
で
く
る
わ
が
な

み
だ
か
な
」(

新
明
題
和
歌
集
・
忍
涙
恋
・
後
水
尾
院
・
三
一
六
八)

 

18 

人
丸
の
、
あ
か
し
の
う
ら
の
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
も
か
く
こ
そ
あ
ら
め
と
、
ゑ
な

ら
ぬ
お
も
ひ
を
も
よ
ふ
せ
り
。 

ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
が
く
れ
行
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ 

（
古
今
集
・
羈
旅
・
読
人
不
知
〈
柿
本
人
麿
〉
・
四
〇
九
） 

23 

し
も
の
た
て
つ
ゆ
の
ぬ
き
の
心
ち
し
侍
り
。 

霜
の
た
て
つ
ゆ
の
ぬ
き
こ
そ
よ
わ
か
ら
し
山
の
錦
の
お
れ
ば
か
つ
ち
る 

（
古
今
集
・
秋
下
・
藤
原
関
雄
・
二
九
一
） 

29 

木
ず
へ
庭
二
た
び
花
の
さ
か
り
哉
と
よ
み
し
ご
と
く
、
ち
く
ぶ
じ
ま
の
け
い
、
水

う
み
の
け
い
、
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。 

未
詳
。
参
考
「
雪
ふ
り
て
と
こ
ろ
も
わ
か
ず
さ
く
花
は
木
ず
ゑ
も
庭
も
さ
か

り
な
り
け
り
」
（
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
・
雪
・
三
条
実
房
・
二
七
五
） 

38 

て
り
も
せ
ず
く
も
り
も
は
て
ぬ
は
る
の
よ
の
お
ぼ
ろ
月
よ
に
し
く
物
は
な
し
と
同
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じ
也
け
り
。 

て
り
も
せ
ず
く
も
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
よ
に
し
く
物
ぞ
な
き 

（
新
古
今
集
・
春
上
・
大
江
千
里
・
五
五
） 

43 

さ
ゞ
波
や
し
が
の
都
は
あ
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
や
ま
ざ
く
ら
か
な
と
同
じ
。 

さ
ざ
浪
や
し
が
の
み
や
こ
は
あ
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
山
ざ
く
ら
か
な 

（
千
載
集
・
春
上
・
読
人
不
知
・
六
六
） 

46 

い
か
だ
し
よ
ま
て
こ
と
と
は
ん
と
よ
み
し
に
、
此
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。 

い
か
だ
し
よ
待
て
こ
と
問
は
ん
水
上
は
い
か
ば
か
り
ふ
く
山
の
あ
ら
し
ぞ 

（
新
古
今
集
・
冬
・
藤
原
資
宗
・
五
五
四
） 

48 

つ
み
な
く
し
て
は
い
所
の
月
を
み
ん
に
は
と
い
ひ
し
も
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
。 

「
あ
は
れ
罪
無
く
し
て
配
所
の
月
を
見
ば
や
」(

古
事
談
・
巻
第
一
―
四
七
、

源
中
納
言
顕
基
の
言
葉
、
岩
波
新
大
系)

、
「
も
と
よ
り
つ
み
な
く
し
て
配
所

の
月
を
見
ん
」(

平
家
物
語
・
巻
第
三
・
大
臣
流
罪
、
岩
波
文
庫)

 

50 

思
ふ
と
も
き
み
は
し
ら
じ
な
わ
き
か
へ
り
岩
も
る
水
の
色
し
み
え
ね
ば
と
心
□
な

（
お
）

じ
。 

思
ふ
と
も
君
は
知
ら
じ
な
わ
き
か
へ
り
岩
漏
る
水
に
色
し
見
え
ね
ば 

（
源
氏
物
語
・
胡
蝶 

柏
木 
三
六
六
） 

 

出
典
未
詳
の
も
の
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
、
読
者
に
と
っ
て
既
知
の
、
著
名
な
和

歌
・
漢
詩
文
な
ど
を
引
い
て
、
当
該
歌
の
心
が
そ
れ
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ

る
注
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
法
自
体
は
そ
う
珍
し
い
も
の
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、

当
該
歌
に
、
有
名
な
和
歌
や
漢
詩
文
な
ど
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
示

す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
、
当
該
歌
の
価
値
を
高
め
る
、
す

な
わ
ち
「
名
歌
」
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
い
う
意
図
を
読
み
取
り
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
。 

  
 

 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
菱
川
師
宣
記
念
館
蔵
『
歌
仙
』
の
書
誌
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
課
題
も
多
く
、
た
い
へ
ん
蕪
雑
な
報
告
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

本
作
品
は
、
絵
入
り
の
名
所
歌
集
と
し
て
、
そ
の
内
容
が
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
影
印
・
翻
刻
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。 

 

掲
載
歌
の
選
歌
資
料
や
頭
注
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
名
所
絵
や
歌
仙
絵
と
し
て
の

特
徴
な
ど
を
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
た
い
。
他
の
伝
本
の
存
在
や
選
歌
資
料
の

こ
と
な
ど
ご
教
示
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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30 新古今 1878 
西行家 602③かひありて、御藻濯 2、西行文 92、西
行阿 36③ちかひにて、御裳集 6、歌枕名 4548 

2147 

31 新後拾 452 ナシ 907 

32 
新古今 868⑤風なわすれ
そ 

続詞花 676⑤風な忘れそ、栄花 119⑤風な忘れそ、今
鏡 43⑤風な忘れそ、歌枕名 9019⑤風な忘れそ、源氏
注 588⑤かぜにわすれば 

594⑤風な忘れそ 

33 
新古今 1576③ううる花
④しぐるる月に 

順集2573③ううる花④時雨るる月に⑤あすはなると
も、六華集 877④時雨るる月に⑤あはずなるとも、
歌枕名 521 

4496 

34 新続古 1767 兼好 282、題林愚 5095 4812 

35 新後拾 873 
夫木 8382⑤松のみどりか、人丸 238⑤松のみどりか、
雲葉集 950 

2967 

36 
新古今 1610③たごの浦、
⑤たきすさむらん 

正治後 976、女房合 40、歌枕名 5262 3144 

37 続古今 239 洞院百 459、歌枕名 4176 1085 

38 風雅 1779 歌枕名 1316 16 

39 金葉二 540、金葉三 533 歌枕名 4604 8720 

40 新続古 293 ナシ 2399 

41 新拾遺 182 道五十 244、歌枕名 399 4299・5045 

42 新続古 978 ナシ 5069 

43 新後拾 1524 ナシ 2232 

44 続後撰 393 
万代 1121、夫木 14583、月十首 70 判詞、 勝四 241、
歌枕名 1061 

874 

45 新続古 1781 津守集 291 2326 

46 千載 370 林葉 591②紅葉こきおろす、定家八 481、歌枕名 683 4577・5834 

47 新拾遺 775 ナシ 6366 

48 
金葉三 515、千載 504②
なくてぞみまし 

玄玄 137、続詞花 729②なくてぞみまし歌枕名 7731、
7760 

2804・6548⑤都なりと
も 

49 
金葉二 290④ゆきげのく
もに、金葉三 291 

堀河百 1081、題林愚 5997、歌枕名 450 1255 

50 続後撰 812 古六帖 1797、歌枕名 7277 1053・8020 

51 新勅撰 1364 歌枕名 4193、8777 7474・8122 

52 新勅撰 1325 六華集 1674、歌枕名 8278 8314 

＊歌番号は『新編国歌大観』に拠る。 

＊『類字名所和歌集』は、村田秋男編『類字名所和歌集 本文篇』、笠間書院 昭 56）、千艘秋男・谷地快一編

『類字名所和歌集索引』（笠間書院 昭 63）を用いた。歌番号は同書に拠る。 

＊異同がある場合は、句毎に示した。初句に異同がある場合「①―――」。 
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【表１】『歌仙』掲出歌の勅撰集の出典・他書一覧 

 勅撰集の出典 
他書 

『新編国歌大観』所収作品 類字名所和歌集 

1 古今 261 五代枕 35、歌枕名 258 1727 

2 新古今 1646 
拾遺愚 2281、定家十 103、三五記 63、歌枕名 500、
6700 

1036・6690・8290①さ
かの山の 

3 新勅撰 557 建保合 100、新三撰 176、歌枕名 1727 1834 

4 続古今 1655 

万葉 1729⑤しきてしそおもふ、古六帖 2060③かはし
まの④いそこすなみの⑤しきておもほゆ、夫木10461
⑤しきて思へば、五代枕 1498⑤しきてしぞおもふ、
歌枕名 7795 

2320 

5 新拾遺 839③朝あらしに 歌枕名 8011 4213 

6 
新千載 1308④うきたの
杜や 

万代 3137④うきたのもりや、歌枕名 1546④うき田の
もりや 

4332、4723 
(ともに④浮田の杜や) 

7 新後撰 33①にほの海や
為家 39①にほの海や、白七百 10①にほの海や②渡る
も遠き、歌枕名 5863①にほの海や 

784①湖の海や 

8 続後拾 119 建保百 65 2012 

9 新古今 1514 歌枕名 6289 380 

10 新勅撰 1293 名所月 62、歌枕名 5038 744 

11 新千載 1131 法性寺為信集 291④せくやなみだも 1401 

12 新古今 1603 玄玉 733、寂蓮 89、303、三百六 590、歌枕名 8317 1441 

13 続古今 884 歌枕名 5173 5579 

14 千載 540 歌枕名 6518 5661④夢をもことと 

15 新続古 716 題林愚 5939 1416 

16 後撰 1231 業平 64、和歌初 177、五代枕 4、歌枕名 543、712 1180・4562 

17 新続古 1115 ナシ 2277 

18 玉葉 2089 夫木 12112、嘉元百 387、歌枕名 4376 1411・4121 

19 新勅撰 1323 
万葉 447③みむごとに⑤わすられめやも、夫木 11419
⑤わすられむかも、11421 左、五代枕 1068⑤わすら
れんや、歌枕名 1068 

1014 

20 玉葉 1102 夫木 14830、歌枕名 6458、大嘗会 95 1047 

21 千載 502 
続詞花 305④初雪ふれり、和一字 544④初雪ふれり、
題林愚 5851、歌枕名 5001⑤かげさえて 

6806 

22 後撰 107④花の浪こそ 井蛙 474、五代枕 1372、歌枕名 5670 6854④花の浪こそ 

23 続千載 479 ナシ 1775 

24 
新続古今 1775④いづく
かかげの 

津守和歌集 290④いづくかかげの、作者、国豊、題
林愚 5193④いづくかかげの 

2321 

25 新続古今 2011 ナシ 731 

26 続拾遺 1415 長方 85、歌枕名 995 41 

27 続後拾 296 夫木 9993、明日香 978 229 

28 新後撰 788 六百番 631、題林愚 6397 恋部、歌枕名 248 1130 

29 
拾遺 203、拾遺抄 125、
金葉三 247⑤にしきとや
見ん 

後十五 26①水のうへに、俊頼髄脳 118、六華集 894
⑤錦をぞ見る、後崇合 14 判、歌枕名 5849・6432 

1048④いたばり廣き 
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【表２】『歌仙』掲出歌歌人の初出勅撰集、勅撰入集歌数、主な秀歌撰採録状況（９） 

 歌人名 
初出

勅撰集

勅撰集 

入集歌 

主な秀歌撰採録状況 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

1 在原元方 古今 33 ○ ○

2 定家 千載 460 ○ ○ ○ ○ ○

3 僧正行意 新勅撰 28 ○ ○

4 式部郷宇合 新古今 3 ○

5 大江茂重 新勅撰 10 

6 八条院高倉 新古今 42 ○ ○ ○ ○ ○

7 為家 新勅撰 333 ○ ○ ○ ○ ○

8 俊成女 新古今 116 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 長能 拾遺 57 ○ ○ ○

10 藤原光俊（真観） 新勅撰 100 ○ ○ ○ ○

11 従三位為信 続拾遺 28 

12 寂蓮 千載 116 ○ ○ ○ ○

13 前大納言資季 新勅撰 37 ○

14 大中臣親守 千載 1 

15 藤原雅永（飛鳥井） 新続古 8 

16 業平 古今 88 ○ ○ ○

17 前大僧正道玄 続古今 59 

18 入道前太政大臣（西園寺実兼） 続拾遺 209 

19 大伴 旅人 拾遺 14 ○ ○

20 前中納言俊光 新勅撰 33 

21 八条前太政大臣（藤原実行） 金葉 13 

22 貫之 古今 452 ○ ○ ○

23 権中納言公雄 続古今 110 

24 津守国量 新千載 12 

25 権大納言通守 新続古 1 

26 権中納言長方 千載 41 ○

27 雅経（飛鳥井） 新古今 134 ○ ○ ○ ○ ○

28 有家 千載 68 ○ ○ ○ ○ ○

29 法橋観教 拾遺 3 

30 西行法師 詞花 266 ○ ○ ○ ○

31 儀同三司（勘解由小路・広橋兼綱） 新千載 6 

32 枇杷皇太后宮 新古今 8 

33 源順 拾遺 51 ○ ○ ○

34 兼好法師 続千載 18 

35 柿本人丸 古今 254 ○ ○ ○

36 越前 新古今 26 ○

37 従三位行能 新古今 49 ○ ○

38 源三位頼政 詞花 61 ○ ○ ○

39 六条右大臣北方（顕房室）後拾遺 6 

40 左近中将定親 新続古 3 

41 西園寺入道（西園寺公経）新古今 114 ○ ○ ○ ○ ○

42 堀川院中宮上総 金葉 15 

43 法眼玄全 新後拾 1 

44 後鳥羽院 新古今 254 ○ ○ ○ ○ ○

45 津守圀豊 新続古 1 

46 俊恵法師 詞花 84 ○ ○ ○

47 有忠 玉葉 17 

48 赤染右門（赤染衛門） 拾遺 97 ○ ○ ○ ○

49 皇后宮権大夫〈師時〉 金葉 20 ○

50 山口女王 新古今 4 

51 後徳大寺左大臣（徳大寺実定） 千載 78 ○ ○ ○ ○

52 入道前太政大臣（西園寺公経） 新古今 114 ○ ○ ○ ○ ○
 

秀
歌
選:

①
三
十
六
歌
仙
（
藤
原
公
任
）
、
②
中
古
三
十
六
歌
仙
（
藤
原
範
兼
）
、
③
新
三
十
六
歌
仙
（
嘉
禎
元
１
２
３
５
年
頃
、
未
詳
）
、
④
中
古
三
十
六
人
歌
合
（
寛
元

四
１
２
４
６
年
以
降
、
未
詳
）
、
⑤
新
三
十
六
人
撰
（
正
元
二
１
２
６
０
年
、
未
詳
）
、
⑥
三
十
六
人
大
歌
合
（
弘
長
二
１
２
６
２
年
、
藤
原
基
家
）
、
⑦
百
人
一
首
（
藤
原

定
家
）
、
⑧
時
代
不
同
歌
合
（
後
鳥
羽
院
）
、
⑨
女
房
三
十
六
人
歌
合
（
弘
安
元
１
２
７
８
年
以
前
、
未
詳
）
、
⑩
新
時
代
不
同
歌
合
（
弘
安
三
１
２
８
０
年
以
前
、
藤
原
基

家
）
、
⑪
新
百
人
一
首
（
文
明
十
五
１
４
８
３
年
成
立
、
足
利
義
尚
撰
）
。
こ
の
う
ち
、
①
③
④
⑨
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
歌
仙
七
首
」(

林
和
泉
掾)

、

『
歌
仙
部
類
』
に
収
録
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
る
歌
人
が
代
表
的
な
歌
仙
と
先
ず
は
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

（

10
）

。 
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〔
注
〕 

(

1)
 

菱
川
師
宣
三
百
年
顕
彰
祭
・
菱
川
師
宣
記
念
館
開
館
十
周
年
記
念
、
菱
川
師
宣

記
念
館
編
集
・
発
行
、
平
７
。
他
に
、
『
菱
川
師
宣
記
念
館
図
録
［
総
集
編
］
』

(

昭
63)

に
は
、
見
開
き
二
丁
分
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。
作
品
解
説
な
し
。 

(

2)
 

佐
佐
木
幸
綱
編
著
『
短
歌
名
言
辞
典
』(

東
京
書
籍 

平
９)

｢

歌
人
は
ゐ
な
が
ら

名
所
を
知
る｣

(

川
平
ひ
と
し
執
筆)

参
照
。
同
書
で
は
、
正
保
二(

一
六
四
五)

年
刊
、
松
江
重
頼
編
『
毛
吹
草
』
（
巻
二
・
世
話
付
古
語
）
を
出
典
と
す
る
。 

(

3)

『
新
編
国
歌
大
観
』
「
歌
枕
名
寄
解
題
」
参
照
。 

(

4)

『
類
字
名
所
和
歌
集
』
の
刊
本
に
は
、「
古
活
字
版
は
元
和
三
１
６
１
７
年
刊
、

製
版
本
は
寛
永
八
１
６
３
１
年
刊
（
承
応
二
１
６
５
３
年
刊
本
・
寛
文
八
１
６

６
８
年
刊
本
・
無
刊
記
本
も
あ
る
）
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る(

『
和
歌
文
学
大

辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

平
26
、
佐
藤
勝
明
執
筆)
。 

(

5)

『
類
字
名
所
和
歌
集
』
は
、
村
田
秋
男
編
『
類
字
名
所
和
歌
集 

本
文
篇
』
、
笠

間
書
院 

昭
56
）
に
拠
る
。
以
降
、
『
類
字
名
所
和
歌
集
』
の
引
用
は
同
書
に

拠
る
。 

(

6)
 

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
歌
仙
七
首
」(

林
和
泉
掾)

や
『
歌

仙
部
類
』
に
は
、
「
三
十
六
歌
仙
」
（
藤
原
公
任
）
、
『
中
古
三
十
六
人
歌
合
』
、

『
新
撰
歌
仙
』
、
『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
『
釈
教
歌
仙
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
歌
仙
七
首
」
に
つ
い
て
は
、
『
江
戸
の
歌
仙
絵
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館 

平

21
）
84
頁
に
、
詳
し
い
解
説
（
深
谷
大
執
筆
）
が
あ
る
。 

(

7)
 

判
断
の
分
か
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
１
、
３
、
５
、
８
、
９
、
10
、
11
、
12
、

14
、
15
、
16
、
17
、
18
、
19
、
21
、
22
、
24
、
25
、
26
、
27
、
29
、
30
、

31
、
33
、
34
、
35
、
37
、
39
、
40
、
41
、
42
、
43
、
45
、
48
、
49
、
51
、

52
を
想
定
し
て
い
る
。 

(

8)
 

人
丸
は
、
た
と
え
ば
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
伝
藤
原
信
実
筆
柿
本
人
丸
像
な
ど

に
見
ら
れ
る
、
脇
息
に
片
肘
を
つ
い
て
思
案
す
る
風
情
で
斜
め
上
を
見
上
げ
る

歌
仙
絵
が
有
名
。
業
平
は
、
弓
を
持
ち
、
胡
簶
を
背
負
っ
た
武
人
姿
で
描
か
れ

る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
師
宣
の
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
な
ど
。
貫
之
は
、

立
て
た
笏
の
上
部
に
手
を
添
え
て
持
ち
、
そ
こ
に
顎
を
つ
い
て
思
案
し
な
が
ら

俯
く
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
も
、
師
宣
の
『
百
人
一
首
像

讃
抄
』
な
ど
。 

(

9)
 

初
出
勅
撰
集
と
勅
撰
集
入
集
歌
数
は
、
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』(

明
治
書
院 

昭

37)

所
収
の
「
勅
撰
作
者
部
類
」
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
入
集
歌
数
は
、
異
本
・

重
出
な
ど
、
数
え
方
に
拠
っ
て
若
干
の
誤
差
が
出
る
。
概
数
と
し
て
示
し
た
。 

(

10)
 

有
吉
保
編
『
歌
仙 

三
十
六
歌
仙
五
種
類
』
（
勉
誠
社
）
参
照
。 

 [

付
記]

 

資
料
の
閲
覧
・
撮
影
に
際
し
、
菱
川
師
宣
記
念
館
関
係
者
の
方
々
に
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
翻
刻
・
影
印
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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翻
刻
凡
例 

一
、
菱
川
師
宣
記
念
館
蔵
『
歌
仙
』
（
Ａ
―
７
―
１
（
２
）
）
を
翻
刻
す
る
。 

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
が
、
次
の
よ
う
な

方
針
に
従
っ
た
。 

１ 

原
本
の
変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

２ 

漢
字
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
の
字
体
を
尊
重
し
た
。 

３ 

読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
濁
点
・
半
濁
点
と
句
読
点
を
施
し
た
。
底
本
の

振
り
仮
名
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
翻
刻
し
な
か
っ
た
。 

４ 

ヲ
ド
リ
字
は
、「
々
」（
漢
字
）
、「
ゝ
」（
平
仮
名
）
に
統
一
し
た
が
、「
／
＼
」

は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 

５ 

集
付
、
国
名
、
名
所
名
、
歌
人
名
を
一
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
和
歌
も
改

行
や
散
ら
し
等
は
再
現
せ
ず
、
一
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。 

６ 

虫
損
や
滲
み
・
掠
れ
な
ど
で
判
読
不
可
能
な
場
合
は
□
で
示
し
た
。
そ
の

際
推
定
さ
れ
る
文
字
を
、
右
に
丸
括
弧
で
傍
記
し
た
場
合
が
あ
る
。 

７ 

丁
の
替
わ
り
目
を
」
で
記
し
、
そ
の
後
、
丸
括
弧
で
丁
の
オ
モ
テ
・
ウ
ラ

を
示
し
た
。 

８ 

便
宜
上
、
初
め
に
算
用
数
字
で
番
号
を
付
し
た
。 

 

そ
れ
和
哥
は
、
我
日
の
本
の
風
俗
に
し
て
、
め
に
み
え
ぬ
鬼
神
も
か
ん
を
な
し
、
武

士
の
こ
ゝ
ろ
や
わ
ら
げ
、
夫
婦
の
な
さ
け
し
る
と
か
や
。
人
め
ま
れ
な
る
山
が
つ
の

し
づ
の
男
、
し
づ
の
女
も
、
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
言
葉
の
花
い
ろ
か
に
そ
み
、
水

に
あ
そ
ぶ
か
わ
づ
、
木
ず
ゑ
に
や
ど
る
う
ぐ
ゐ
す
ま
で
、
い
づ
れ
ゑ
に
し
は
し
る
ぞ

か
し
。
い
に
し
へ
今
の
こ
と
、
哥
の
さ
ま
、
は
ま
の
ま
さ
ご
の
か
ず
つ
も
り
、
ゐ
な

が
ら
名
所
を
し
る
と
な
ん
あ
ん
め
れ
ど
、
そ
の
所
の
風
景
を
め
な
れ
ぬ
人
は
、
さ
だ

か
な
ら
ぬ
夢
の
う
ち
に
う
つ
ゝ
を
か
た
る
ご
と
く
な
ら
ん
と
、
お
ろ
か
な
る
身
の
ゆ

き
つ
」（
上
１
オ
）
か
へ
り
つ
め
□
れ
し
あ
ら
ま
し
を
ゑ
に
う
つ
し
て
、
よ
み
人
の
か

ず
を
な
ら
べ
て
名
哥
を
そ
の
ほ
と
り
に
か
き
あ
ら
は
し
ぬ
。
み
ん
人
、
め
を
よ
ろ
こ

ば
し
め
、
こ
ゝ
ろ
を
と
を
く
ゆ
か
し
む
る
の
あ
し
だ
て
と
も
な
ら
ん
か
し
と
、
そ
の

ひ
と
つ
の
は
し
を
か
き
し
る
し
侍
り
ぬ
。
」
（
上
１
ウ
） 

１ 

古
今
集 

山
城 

笠
取
山 

在
原
元
方 

 

雨
ふ
れ
ど
露
も
も
ら
じ
を
か
さ
と
り
の
山
は
い
か
で
か
も
み
ぢ
そ
め
け
ん 

な
に
を
は
ゞ
か
さ
と
り
山
は
、
一
て
き
の
露
に
も
ぬ
れ
ま
じ
き
に
、
も
み
ぢ

し
け
る
事
の
ふ
し
ぎ
さ
よ
と
な
り
。
こ
れ
も
し
ゆ
つ
く
わ
い
の
う
た
な
る
べ

し
。
（
上
２
オ
） 

２ 

新
古
今 

山
城 

千
代
古
道 

定
家 

 

さ
が
の
山
ち
よ
の
古
み
ち
あ
と
ゝ
め
て
ま
た
露
分
る
望
月
の
駒 

い
に
し
へ
、
こ
が
う
の
お
は
し
ま
す
所
を
た
づ
ね
し
み
ち
な
れ
ば
、
い
ま
ま

た
わ
け
と
を
る
わ
れ
に
も
、
い
に
し
へ
を
わ
す
れ
ず
は
お
も
ふ
か
た
へ
あ
わ

せ
め
て
た
べ
と
い
は
ぬ
ば
か
り
也
。
（
上
２
ウ
） 

３ 

新
勅
撰 

大
和 

春
日
野 

僧
正
行
意 

 
か
す
が
山
や
ま
た
か
か
ら
し
秋
ぎ
り
の
上
に
ぞ
鹿
の
こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る 

か
す
が
山
に
き
り
の
か
か
り
た
る
折
し
も
、
し
か
の
音
を
き
ゝ
た
れ
ば
、
秋

ぎ
り
の
上
に
き
こ
ゆ
る
と
な
り
。
き
り
の
上
に
き
ゝ
な
し
た
る
事
め
づ
ら

し
。
」
（
上
３
オ
） 
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４ 
続
古
今 

丹
後 

梶
嶋 

式
部
卿
宇
合 

 

あ
か
つ
き
の
夢
に
見
え
つ
ゝ
か
ぢ
嶋
の
岩
こ
す
波
の
く
だ
け
て
ぞ
お
も
ふ 

か
ぢ
嶋
の
岩
こ
す
波
は
か
ず
／
＼
に
く
だ
く
る
な
り
。
そ
の
ご
と
く
、
わ
が

あ
か
つ
き
の
夢
に
さ
へ
お
も
ふ
事
の
か
ず
／
＼
と
な
り
。
」
（
上
３
ウ
） 

５ 

新
拾
遺 

播
磨 
室
泊 

大
江
茂
重 

 

友
さ
そ
ふ
室
の
泊
の
朝
風
に
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
い
づ
る
舟
人 

む
ろ
の
と
ま
り
の
舟
よ
そ
ふ
ひ
は
、
こ
ゑ
に
つ
れ
て
ほ
を
か
く
る
な
り
。
さ

る
に
よ
つ
て
、
風
の
ぜ
ん
あ
く
も
し
ら
ね
ど
も
、
人
な
み
に
舟
を
い
だ
す
と

な
り
。
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
と
よ
み
し
作
意
ゑ
に
し
あ
り
。
」
（
上
４
オ
） 

６ 

新
千
載 

山
城 

浮
田
杜 

八
条
院
高
倉 

 

日
に
そ
へ
て
お
も
ひ
ぞ
し
げ
る
大
あ
ら
き
の
う
き
た
の
も
り
は
我
身
な
る
ら
ん 

我
こ
ひ
の
、
日
に
そ
へ
て
ふ
か
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
此
う
き
た
の
も
り
に
す
み

な
れ
し
人
も
、
我
身
の
ご
と
く
う
き
事
し
げ
き
に
よ
り
て
、
か
く
な
を
ば
つ

げ
や
ら
む
と
な
り
。
」
（
上
４
ウ
） 

７ 

新
後
撰 

近
江 

湖
海 

為
家 

 

み
づ
う
み
や
か
す
み
て
く
る
ゝ
春
の
日
に
わ
た
る
も
と
を
し
せ
た
の
長
橋 

み
づ
う
み
の
け
い
、
せ
た
の
は
し
よ
り
な
が
め
い
た
れ
ば
、
な
が
き
日
も
か

す
み
の
う
ち
に
く
れ
け
る
を
、
は
し
の
な
が
き
に
く
れ
け
る
と
な
り
。
け
う

に
ぜ
う
じ
た
る
あ
り
さ
ま
、
さ
も
あ
り
な
ん
。
」
（
上
５
オ
） 

８ 

続
後
拾 

大
和 

葛
城
山 

俊
成
女 

 

岑
高
き
雲
に
さ
く
ら
の
花
や
ち
る
嵐
ぞ
か
ほ
る
か
づ
ら
き
の
や
ま 

か
つ
ら
ぎ
の
み
ね
た
か
き
ほ
ど
に
、
く
も
に
さ
く
ら
の
花
ち
る
や
う
に
み
ゆ

る
と
也
。
さ
あ
る
ほ
ど
に
、
あ
ら
し
の
か
ほ
る
や
う
に
お
ぼ
ゆ
る
と
也
。
花

に
め
で
し
こ
ゝ
ろ
い
と
お
も
し
ろ
し
。
」
（
上
５
ウ
） 

９ 

新
古
今 

近
江 

石
山
寺 

藤
原
長
能 

 

都
に
も
人
や
待
ら
ん
石
山
の
み
ね
に
の
こ
れ
る
秋
の
夜
の
月 

石
山
の
秋
の
月
に
み
や
こ
の
と
も
を
お
も
ひ
い
で
た
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
月
の

け
う
に
さ
そ
は
れ
て
な
つ
か
し
き
に
、
み
や
こ
の
と
も
も
、
わ
が
思
ふ
や
う

に
わ
れ
を
ま
つ
ら
ん
と
な
り
。
白
楽
天
が
、
三
五
夜
中
の
新
月
色
、
二
千
里

外
故
人
心
と
お
な
じ
。
」
（
上
６
オ
） 

10 

新
勅
撰 

遠
江 

浜
名
橋 

藤
原
光
俊 

 

す
み
わ
た
る
光
も
き
よ
し
白
妙
の
は
ま
な
の
は
し
の
秋
の
夜
の
月 

秋
の
月
は
い
づ
こ
も
お
な
じ
な
が
め
な
れ
ど
も
、
と
り
わ
け
、
は
ま
な
の
は

し
に
て
な
が
む
れ
ば
、
な
べ
て
の
け
う
あ
り
。
さ
る
程
に
、
し
ろ
た
へ
の
と

は
き
こ
へ
侍
り
。
」
（
上
６
ウ
） 

11 

新
千
載
集 

紀
伊 

音
無
瀧 

従
三
位
為
信 

 

人
し
れ
ぬ
心
の
う
ち
の
水
上
に
せ
く
や
な
み
だ
の
お
と
な
し
の
瀧 

お
も
ひ
あ
ま
り
て
、
心
の
う
ち
の
か
な
し
さ
は
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。
さ
れ

ど
も
、
人
め
を
し
の
ぶ
こ
ひ
ぢ
な
れ
ば
、
人
は
し
ら
じ
と
ぞ
。
そ
で
に
は
み

え
ず
、
い
く
た
び
か
心
ま
で
く
る
わ
が
な
み
だ
か
な
と
同
じ
。
」
（
上
７
オ
） 

12 
新
古
今 

紀
伊 

和
哥
浦 

寂
蓮 

 

わ
か
の
浦
を
松
の
葉
ご
し
に
な
が
む
れ
ば
木
末
に
よ
す
る
あ
ま
の
つ
り
舟 

わ
か
の
う
ら
を
と
を
く
よ
り
み
わ
た
せ
ば
、
木
ず
ゑ
に
な
み
の
よ
せ
く
る
や

う
に
み
ゆ
る
と
な
り
。
□
□
□

（
わ
か
の
）

う
ら
も
□
末
も
名
所
な
り
。
□
□
に
よ
す
ゑ
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り
。
□
□
□
□
お
も
し
ろ
し
。
」
（
上
７
ウ
） 

13 
続
古
今 

駿
河 

富
士 

前
大
納
言
資
季 

 

み
や
こ
を
ば
山
の
い
く
へ
に
へ
だ
て
き
て
ふ
じ
の
す
そ
野
の
月
を
み
る
ら
ん 

み
や
こ
よ
り
は
る
／
＼
く
だ
り
し
み
ち
す
が
ら
、
も
の
う
き
な
か
／
＼
い
ふ

も
お
ろ
か
な
る
が
、
今
ふ
じ
の
す
そ
の
ゝ
月
を
な
が
め
て
、
あ
き
の
も
の
う

き
を
わ
す
れ
た
る
と
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
ゑ
に
し
な
ら
ん
と
、
か
ね
て

し
ら
ぬ
は
か
な
さ
よ
と
也
。
」
（
上
８
オ
） 

14 

千
載
集 

美
濃 

不
破
関 
大
中
臣
親
守 

 

雹
も
る
ふ
わ
の
せ
き
や
に
た
び
ね
し
て
夢
を
も
ゑ
こ
そ
と
を
さ
ざ
り
け
れ 

旅
ね
の
も
の
う
き
に
、
あ
ら
れ
の
を
と
に
ゆ
め
を
だ
に
み
は
て
ぬ
と
な
り
。

ふ
わ
の
せ
き
や
ま
ば
ら
な
る
に
、
あ
ら
れ
の
を
と
の
し
げ
け
れ
ば
、
お
も
ひ

や
ら
れ
て
さ
も
あ
ら
ん
か
し
。
」
（
上
８
ウ
） 

15 

新
古
今 

伊
勢 

若
松
原 

藤
原
雅
永 

 

雪
ふ
れ
ば
わ
か
の
松
原
う
づ
も
れ
て
し
ほ
ひ
の
た
づ
の
こ
ゑ
ぞ
さ
む
け
き 

わ
か
の
ま
つ
ば
ら
は
、
よ
に
も
ま
れ
な
る
松
原
な
り
。
さ
れ
ど
も
、
ゆ
き
の

ふ
り
つ
み
た
れ
ば
、
そ
の
け
い
も
見
わ
か
ぬ
な
り
。
さ
あ
る
程
に
、
こ
ゝ
ろ

な
き
た
づ
の
な
き
わ
た
る
も
さ
む
け
き
と
也
。
賀
の
哥
な
れ
ば
、
ゆ
き
も
松

も
た
づ
も
、
い
く
世
も
／
＼
か
わ
ら
ぬ
と
な
ぞ
ら
へ
た
る
な
り
。
」（
上
９
オ
） 

16 

後
撰
集 

山
城 

小
倉
山 

業
平 

 

大
井
川
う
か
べ
る
舟
の
か
ゞ
り
火
に
小
倉
の
山
も
な
の
み
な
り
け
り 

お
ぐ
ら
山
は
、
さ
が
の
名
所
也
。
さ
れ
ど
も
、
今
、
大
井
川
に
舟
を
う
か
め

て
な
つ
山
の
し
げ
り
あ
ふ
た
る
ふ
う
ぜ
い
は
、
ま
さ
り
て
お
も
し
ろ
き
ほ
ど

に
、
な
の
み
な
り
と
也
。
い
に
し
へ
よ
り
今
は
一
し
ほ
お
も
し
ろ
し
と
い
は

ん
ば
か
り
也
。
」
（
上
９
ウ
） 

17 

新
続
古
今 

近
江 

堅
田 

前
大
僧
正
道
玄 

さ
ざ
浪
や
よ
る
べ
も
し
ら
ず
成
に
け
り
あ
ふ
は
か
た
だ
の
あ
ま
の
す
て
舟 

さ
ゞ
浪
と
は
、
よ
る
べ
と
い
は
ん
ま
く
ら
こ
と
ば
な
り
。
わ
が
あ
ひ
み
し
人

は
い
づ
ち
に
か
お
は
す
ら
ん
。
な
つ
か
し
さ
の
あ
ま
り
に
そ
の
か
み
な
が
め

や
り
し
か
た
た
の
う
ら
を
み
れ
ば
、
あ
ま
の
す
て
舟
は
、
い
に
し
へ
に
か
は

ら
ぬ
と
ふ
か
く
な
げ
き
た
り
。
」
（
上
10
オ
） 

18 

玉
葉
集 

摂
津 

輪
田
御
崎 

入
道
前
太
政
大
臣 

 

夕
附
日
わ
だ
の
み
さ
き
を
こ
ぐ
舟
の
か
た
ほ
に
引
や
む
こ
の
浦
か
ぜ 

せ
き
や
う
の
じ
ぶ
ん
、
わ
だ
の
み
さ
き
を
こ
ぐ
ふ
ね
を
な
が
め
や
れ
ば
、
ゑ

ん
ぽ
の
き
は
ん
、
ご
ん
ご
だ
う
だ
ん
の
け
い
き
な
り
。
人
丸
の
、
あ
か
し
の

う
ら
の
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
も
か
く
こ
そ
あ
ら
め
と
、
ゑ
な
ら
ぬ
お
も
ひ
を

も
よ
ふ
せ
り
。
」
（
上
10
ウ
） 

19 

新
勅
撰 

備
後 

鞆
浦 

大
納
言
旅
人 

 

と
も
の
う
ら
の
磯
の
む
ろ
の
木
み
る
毎
に
あ
ひ
み
し
い
も
は
わ
す
ら
れ
ん
や
は 

と
も
の
う
ら
に
て
ち
ぎ
り
し
ひ
と
よ
、
つ
ま
の
事
、
今
み
る
む
ろ
の
木
を
、

と
も
の
む
ろ
の
木
に
み
な
し
た
り
。
た
ゞ
の
一
よ
の
ち
ぎ
り
も
い
か
で
お
ろ

か
な
ら
ん
や
。
い
と
た
の
も
し
。
」
（
上
11
オ
） 

20 
玉
葉
集 

近
江 

千
枝
村 

前
中
納
言
俊
光 

 

う
す
く
こ
く
ち
え
だ
に
さ
け
る
藤
な
み
の
さ
か
り
も
久
し
万
代
の
春 

う
す
く
こ
く
と
は
、
ち
え
だ
の
は
な
成
□
に
さ
も
あ
ら
ん
。
さ
あ
る
ほ
ど
に
、
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さ
か
り
も
久
し
か
ら
ん
と
な
り
。
賀
の
哥
な
る
ほ
ど
に
、
千
枝
と
い
ひ
、
万

代
と
い
ひ
、
か
わ
ら
ぬ
た
め
し
な
る
べ
し
。
」
（
上
11
ウ
） 

21 

千
載
集 
遠
江 

佐
夜
中
山 

八
条
前
太
政
大
臣 

 

夜
な
／
＼
の
た
び
ね
の
床
に
か
ぜ
さ
へ
て
は
つ
雪
ふ
れ
る
さ
や
の
中
山 

旅
行
の
も
の
う
さ
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
う
き
の
み
な
る
に
、
こ
と
に
こ
よ
ひ

は
は
つ
ゆ
き
の
ふ
れ
ゝ
ば
、
や
る
か
た
も
な
く
か
な
し
き
と
な
り
。
ま
た
こ

ゆ
べ
き
も
し
ら
ね
ば
、
一
か
た
な
ら
ぬ
お
も
ひ
と
な
り
。
さ
も
あ
ら
ん
か
し
。
」

（
上
１
２
オ
） 

22 

後
撰
集 

常
陸 

桜
川 

貫
之 

 

つ
ね
よ
り
も
春
辺
に
な
れ
ば
桜
川
波
の
花
こ
そ
ま
な
く
よ
す
ら
め 

は
な
の
ち
り
う
か
む
時
こ
そ
さ
く
ら
川
な
る
べ
け
れ
、
花
の
ち
り
は
て
た
ら

ん
に
は
、
波
の
は
な
こ
そ
さ
く
ら
川
と
は
い
ふ
べ
け
れ
と
な
り
。
春
辺
は
き

し
う
つ
な
み
も
一
□
ゑ

（
入
）

に
し
あ
り
と
也
。
」
（
上
12
オ
） 

23 

続
千
載 

山
城 

桂
里 

権
中
納
言
公
雄 

 

露
霜
の
そ
め
ぬ
色
さ
へ
ま
さ
り
け
り
か
つ
ら
の
里
の
秋
の
夜
の
月 

か
つ
ら
の
さ
と
は
、
月
の
名
所
。
い
ま
だ
は
つ
秋
の
比
な
れ
ば
、
く
さ
木
の

色
も
も
み
ぢ
な
ら
ね
ど
、
月
の
ゑ
に
し
に
も
み
ぢ
し
け
る
と
み
侍
る
也
。
か

つ
ら
の
さ
と
は
、
月
の
ゑ
ん
な
れ
ば
、
一
し
ほ
の
お
も
ひ
出
な
り
と
、
け
う

を
も
よ
ふ
せ
り
。
し
も
の
た
て
つ
ゆ
の
ぬ
き
の
心
ち
し
侍
り
。
」
（
上
13
オ
） 

24 

新
続
古
今 

丹
後 

懸
湊 

津
守
国
量 

 

霜
さ
む
き
芦
の
か
れ
葉
は
お
れ
ふ
し
て
い
づ
ら
か
が
け
の
み
な
と
成
ら
ん 

あ
し
の
か
れ
ば
□
し

（
に
）

も
の
ふ
り
つ
み
た
る
を
み
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
さ
む
さ

を
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。
さ
あ
る
ほ
ど
に
、
が
け
の
み
な
と
の
ふ
う
け
い
も
み
わ

か
ぬ
と
な
り
。
霜
に
こ
ゝ
ろ
を
う
つ
し
た
る
也
。
さ
な
き
だ
に
さ
む
き
に
霜

の
あ
け
ぼ
の
□
ご
と
く
も
な
り
。
」
（
上
13
ウ
） 

25 

新
続
古
今 

大
和 

初
瀬
寺 

権
大
納
言
通
守 

 

き
か
で
た
ゞ
あ
ら
ま
し
も
の
を
け
ふ
の
日
も
初
せ
の
寺
の
入
相
の
か
ね 

此
う
た
の
こ
ゝ
ろ
は
、
ひ
る
の
う
ち
は
、
も
の
に
満
さ
れ
て
な
に
心
も
な
き

に
、
は
つ
せ
の
寺
の
か
ね
を
き
ゝ
つ
け
た
れ
ば
、
に
わ
か
に
も
の
お
も
ひ
が

ま
し
た
り
。
」
（
下
１
オ
） 

26 

続
拾
遺 

山
城 

石
清
水 

権
中
納
言
長
方 

 

神
が
き
や
代
々
に
絶
せ
ぬ
石
清
水
月
も
久
し
き
か
げ
や
す
む
ら
ん 

神
祇
の
う
た
な
れ
ば
、
代
々
に
絶
せ
ぬ
と
よ
め
り
。
月
も
久
し
き
と
い
へ
ば
、

作
意
お
も
し
ろ
し
。
神
慮
は
ゞ
か
り
て
い
と
ゞ
み
や
し
や
か
に
き
こ
へ
侍

り
。
」
（
下
１
ウ
） 

27 

続
後
拾
遺 

津
国 

生
田
森 

雅
経 

 

津
の
国
の
生
田
の
お
く
の
秋
風
に
し
か
の
ね
な
る
ゝ
も
り
の
下
露 

秋
は
、
さ
な
き
だ
に
も
の
あ
は
れ
な
る
に
、
こ
と
さ
ら
し
か
の
な
く
ね
な
ど

を
き
ゝ
て
は
か
な
し
き
も
の
な
れ
ど
、
わ
れ
は
し
づ
山
が
つ
に
す
み
な
れ
て
、

さ
も
な
し
と
、
こ
れ
も
し
ゆ
つ
く
わ
い
を
ふ
く
み
た
り
。
」
（
下
２
オ
） 

28 
新
後
撰 

山
城 

音
羽
瀧 

有
家 

 

名
に
た
て
る
音
羽
の
た
き
も
お
と
に
の
み
き
く
よ
り
袖
は
ぬ
る
ゝ
も
の
か
は 

わ
れ
も
お
も
ふ
中
は
、
う
き
名
の
た
ち
て
、
あ
ふ
事
な
ら
ざ
る
は
、
此
お
と

わ
の
な
に
た
ち
て
、
そ
れ
ほ
□
も
な
き
瀧
か
な
□
、

（
と
）

わ
が
身
の
上
に
お
も
ひ
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あ
は
せ
た
れ
ば
、
袖
の
か
は
く
ま
も
な
し
と
ぞ
。
」
（
下
２
ウ
） 

29 
拾
遺
集 

近
江 

竹
生
嶋 

法
橋
観
教 

 

水
海
に
秋
の
山
辺
を
う
つ
し
て
は
は
た
ば
り
ひ
ろ
き
に
し
き
と
ぞ
み
る 

秋
の
も
み
ぢ
を
水
海
に
う
つ
し
て
は
、
木
ず
へ
庭
二
た
び
花
の
さ
か
り
哉
と

よ
み
し
ご
と
く
、
ち
く
ぶ
じ
ま
の
け
い
、
水
う
み
の
け
い
、
い
ふ
も
お
ろ
か

な
り
。
さ
あ
る
程
に
、
は
た
ば
り
ひ
ろ
き
に
し
き
の
ご
と
く
、
水
そ
こ
ま
で

か
ゞ
や
く
な
り
。
」
（
下
３
オ
） 

30 

新
古
今 

伊
勢 

神
路
山 
西
行
法
師 

 

神
路
山
月
さ
や
か
な
る
ち
か
ひ
あ
り
て
あ
め
の
下
を
ば
て
ら
す
な
り
け
り 

い
せ
の
国
は
、
あ
ま
て
る
お
を
ん
か
み
の
す
み
給
へ
ば
、
神
路
山
に
て
る
月

こ
そ
あ
め
が
下
を
て
ら
す
ら
ん
と
、
神
意
を
祝
し
た
り
。
神
祇
の
哥
に
は
か

な
ひ
侍
り
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
」
（
下
３
ウ
） 

31 

新
後
拾
遺 

山
城 

戸
難
瀬
瀧 

儀
同
三
司 

 

と
な
せ
川
山
も
ひ
と
つ
の
も
み
ぢ
葉
に
染
て
残
ら
ぬ
た
き
の
し
ら
糸 

と
な
せ
の
た
き
に
、
山
の
も
み
ぢ
を
う
つ
し
て
は
、
な
べ
て
の
に
し
き
と
み

ゆ
る
と
な
り
。
た
き
の
白
糸
も
、
今
は
引
か
へ
た
り
。
お
も
し
ろ
さ
も
ま
さ

り
て
み
ゆ
る
な
り
。
」
（
下
４
オ
） 

32 

新
古
今 

筑
前 

生
松
原 

枇
杷
皇
太
后
宮 

 

涼
し
さ
は
い
き
の
松
原
ま
さ
る
と
も
そ
ふ
る
扇
の
か
げ
な
わ
す
れ
そ 

餞
別
の
哥
な
り
。
今
こ
の
松
原
の
す
ゞ
し
き
は
、
ま
し
て
納
涼
の
所
も
あ
り

な
ん
ほ
ど
に
わ
す
る
べ
し
。
さ
れ
ど
も
、
か
た
み
の
あ
ふ
ぎ
を
わ
す
れ
給
ふ

な
、
わ
す
れ
も
わ
す
れ
も
し
き
と
也
。
」
（
下
４
ウ
） 

33 

新
古
今 

山
城 

野
宮 

源
順 

 

た
の
も
し
な
野
宮
人
の
う
ふ
る
き
く
時
雨
る
ゝ
秋
に
あ
へ
ず
成
と
も 

野
の
宮
は
、
み
や
す
所
の
す
み
給
ひ
し
所
也
。
今
み
れ
ば
、
す
み
あ
ら
し
て
、

い
に
し
へ
の
あ
り
さ
ま
は
み
へ
ざ
れ
ど
も
、
き
く
ば
か
り
郁
々
と
し
て
、
い

に
し
へ
も
今
も
か
わ
ら
ぬ
程
に
、
秋
に
も
な
ら
ば
ま
た
こ
そ
し
た
ひ
き
て
ん

と
お
も
ひ
い
れ
ふ
か
し
。
」
（
下
５
オ
） 

34 

新
続
古
今 

近
江 

老
曽
杜 

兼
好
法
師 

 

の
が
れ
え
ぬ
老
曽
の
松
の
も
み
ぢ
ば
は
ち
り
か
ひ
く
も
る
か
ひ
な
か
り
け
り 

お
ひ
そ
の
も
り
と
い
へ
ば
、
た
か
を
の
も
み
ぢ
と
は
ひ
き
か
へ
て
、
ゑ
に
し

も
し
ら
ぬ
な
が
め
を
す
る
と
、
身
の
う
へ
に
お
も
ひ
あ
わ
せ
て
、
し
ゆ
つ
く

わ
い
の
心
を
ふ
く
め
り
。
」
（
下
５
ウ
） 

35 

新
後
拾
遺 

大
和 

龍
田 

柿
本
人
丸 

 

朝
ま
だ
き
我
打
こ
ゆ
る
た
つ
た
山
ふ
か
く
も
み
ゆ
る
松
の
い
ろ
哉 

た
つ
た
山
は
、
も
み
ぢ
の
め
い
所
に
て
、
み
な
人
も
み
ぢ
ば
か
り
を
な
が
め
、

え
な
ら
ぬ
や
う
よ
み
な
し
て
、
今
み
る
ま
つ
の
ゑ
に
し
を
、
た
れ
に
も
こ
ゝ

ろ
の
つ
か
ぬ
は
あ
さ
ま
し
き
事
か
な
と
な
り
。
ま
こ
と
に
、
ま
つ
の
た
ち
な

ら
び
た
る
を
な
が
む
れ
ば
、
も
み
ぢ
に
ま
さ
れ
り
と
み
る
人
も
あ
り
。
」
（
下

６
オ
） 

36 

新
古
今 

駿
河 

田
子
浦 

越
前 

 

沖
つ
風
夜
さ
む
に
な
れ
や
た
ご
の
浦
の
あ
ま
の
も
し
ほ
火
た
き
ま
さ
る
ら
ん 

お
き
つ
か
ぜ
、
は
げ
し
く
ふ
き
て
よ
さ
む
に
な
れ
ば
、
あ
ま
の
も
し
ほ
火
も

た
き
ま
さ
る
ら
ん
と
、
あ
は
れ
に
お
も
ほ
ゆ
る
と
な
り
。
仁
愛
の
み
ち
に
か
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な
ひ
た
る
哥
な
り
。
」
（
下
６
ウ
） 

37 
続
古
今 

津
国 

布
引
の
瀧 

従
三
位
行
能 

 

五
月
雨
に
水
の
水
上
す
み
や
ら
で
さ
ら
す
か
ひ
な
き
布
引
の
瀧 

五
月
雨
に
み
な
か
み
に
ご
り
て
、
た
き
の
い
と
も
ゑ
に
し
す
く
な
し
。
さ
あ

る
程
に
、
さ
ら
す
か
ひ
な
き
と
ぬ
の
に
ゑ
ん
を
む
す
び
た
り
。
水
上
の
す
み

た
る
時
は
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
と
な
り
。
」
（
下
７
オ
） 

38 

風
雅
集 

山
城 

稲
荷
山 
源
三
位
頼
政 

 

い
な
り
山
西
に
や
月
の
成
ぬ
ら
ん
杉
の
庵
の
ま
ど
の
し
ら
め
る 

い
な
り
山
は
、
杉
の
名
所
あ
り
。
そ
の
西
に
か
た
む
く
□
の

（
月
）

木
の
ま
よ
り
な

か
む
れ
ば
、
あ
け
ぼ
の
ゝ
ご
と
く
お
も
し
ろ
き
と
也
。
て
り
も
せ
ず
く
も
り

も
は
て
ぬ
は
る
の
よ
の
お
ぼ
ろ
月
よ
に
し
く
物
は
な
し
と
同
じ
也
け
り
。
」

（
下
７
ウ
） 

39 

金
葉
集 

伊
勢 

鈴
鹿 

六
条
右
大
臣
北
方 

 

は
や
く
よ
り
た
の
み
渡
り
し
す
ゞ
か
川
思
ふ
こ
と
な
る
音
ぞ
き
こ
ゆ
る 

わ
が
た
の
み
を
か
け
し
あ
ら
ま
し
、
し
ん
り
よ
に
か
な
ひ
た
れ
ば
こ
そ
、
此

す
ゞ
か
の
川
を
わ
た
り
も
は
て
ぬ
に
、
そ
の
し
る
し
あ
る
と
な
り
。
ま
こ
と

に
、
や
う
せ
い
す
い
せ
ん
ま
で
み
な
か
み
の
ち
か
ひ
に
も
れ
ぬ
と
な
り
。
」（
下

８
オ
） 

40 

新
続
古
今 

山
城 

淀 

左
近
中
将
定
親 

 

五
月
雨
に
淀
の
河
岸
み
づ
こ
へ
て
あ
ら
ぬ
わ
た
り
に
舟
よ
ば
ふ
ら
し 

□
水
の
み
な
ぎ
り
わ
た
り
し
を
、
さ
み
だ
れ
と
み
な
し
た
り
。
さ
あ
る
ほ
ど

に
わ
た
□
に

（
り
）

も
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
、
あ
な
た
こ
な
た
と
舟
よ
ば
ひ
す
る
と
な

り
。
う
き
に
あ
は
ぬ
と
□
ゆ

（
し
）

つ
く
わ
い
の
こ
ゝ
ろ
□
□
く
な
り
。
」（
下
８
ウ
） 

41 

新
拾
遺 

山
城 

款
冬
瀬 

西
園
寺
入
道 

 

ち
り
は
つ
る
山
吹
の
せ
に
行
春
の
花
に
さ
ほ
さ
す
う
ぢ
の
川
長 

暮
春
の
こ
ろ
、
や
ま
ぶ
き
の
せ
は
、
ち
る
花
水
上
に
み
て
り
。
こ
と
に
、
や

ま
ぶ
き
も
さ
か
り
な
れ
ば
、
は
る
の
く
れ
ゆ
く
は
、
こ
の
と
こ
ろ
に
ぞ
と
ま

る
ら
ん
と
、
は
な
に
心
を
も
た
せ
て
い
と
お
も
し
ろ
し
。
」
（
下
９
オ
） 

42 

新
続
古
今 

参
川 

八
橋 

堀
川
院
中
宮
上
総 

 

八
橋
を
行
人
ご
と
に
と
ひ
み
ば
や
く
も
で
に
た
れ
を
こ
ひ
わ
た
る
ぞ
と 

こ
の
八
は
し
の
け
い
き
に
、
り
よ
か
う
の
う
き
を
わ
す
れ
た
る
に
、
く
も
で

に
も
の
を
お
も
ふ
と
は
、
い
か
な
る
い
は
れ
に
や
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
し
ら

ね
ば
、
ゆ
き
ゝ
の
人
に
と
ひ
み
ば
や
と
な
り
。
」
（
下
９
ウ
） 

43 

続
後
拾
遺 

近
江 

唐
崎 

法
眼
玄
全 

 

か
ら
さ
き
や
さ
ゞ
浪
な
が
ら
よ
る
舟
を
神
代
に
か
へ
す
松
風
ぞ
ふ
く 

さ
□
波

（

ゞ

）

な
が
ら
よ
る
ふ
ね
は
、
も
の
わ
び
し
き
あ
り
さ
ま
な
り
。
ま
こ
と
に
、

い
に
し
へ
と
は
、
ひ
□
□
か
へ
た
る
あ
り
さ
ま
か
な
。
さ
れ
ど
も
、
ま
つ
か

ぜ
の
お
と
は
か
み
よ
に
か
わ
ら
ぬ
と
な
り
。
さ
ゞ
波
や
し
が
の
都
は
あ
れ
に

し
を
む
か
し
な
が
ら
の
や
ま
ざ
く
ら
か
な
と
同
じ
。
」
（
下
10
オ
） 

44 

続
後
撰 

山
城 

鳥
羽 

後
鳥
羽
院 

 
く
も
ゐ
と
ぶ
か
り
の
羽
風
に
月
さ
へ
て
鳥
羽
田
の
里
に
衣
う
つ
な
り 

月
の
く
も
ゐ
と
ぶ
か
り
の
羽
か
ぜ
に
、
い
か
や
う
に
お
ぼ
し
め
さ
る
ゝ
と
な

り
。
さ
あ
る
程
に
、
た
ゞ
に
て
き
こ
え
ぬ
き
ぬ
た
の
お
と
も
き
□
し

（
こ
）

め
さ
る
ゝ

と
な
り
。
と
を
く
う
つ
き
ぬ
た
の
お
と
の
き
こ
ゆ
る
は
、
月
の
く
も
ゐ
□
み
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た
な
り
□
□
□
同
じ
□
□
□
□
る
べ
し
。
」
（
下
10
ウ
） 

45 
新
続
古
今 

播
磨 

賀
古
湊 

津
守
圀
豊 

 

さ
し
の
ぼ
る
が
こ
の
み
な
と
の
夕
し
ほ
に
松
原
こ
し
て
ち
ど
り
な
く
な
り 

が
こ
の
み
な
と
の
ゆ
ふ
し
ほ
に
は
、
ち
ど
り
さ
へ
す
み
わ
び
て
、
松
原
こ
え

て
な
く
な
り
。
い
は
ん
や
、
人
と
し
て
か
ゝ
る
わ
び
し
き
す
ま
ゐ
お
も
ひ
や

ら
れ
て
あ
り
と
お
ん
あ
ひ
の
心
ふ
か
し
。
」
（
下
11
オ
） 

46 

千
載
集 

山
城 

嵐
山 
俊
恵
法
師 

 

け
ふ
み
れ
ば
嵐
の
山
は
大
井
川
も
み
ぢ
ふ
き
お
ろ
す
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ 

あ
ら
し
の
山
は
な
の
み
に
て
あ
り
つ
る
が
、
今
、
大
井
川
の
も
み
ぢ
を
み
て
、

ま
こ
と
の
風
を
し
り
ぬ
と
な
り
。
い
か
だ
し
よ
ま
て
こ
と
と
は
ん
と
よ
み
し

に
、
此
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。
」
（
下
11
ウ
） 

47 

新
拾
遺 

近
江 

逢
坂 

前
中
納
言
有
忠 

 

み
や
こ
を
ば
夜
ぶ
か
く
出
て
あ
ふ
坂
の
せ
き
に
ま
た
る
ゝ
鳥
の
こ
ゑ
か
な 

み
や
こ
を
ば
よ
ぶ
か
に
い
づ
れ
ど
、
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
に
て
と
り
の
こ
ゑ
を

き
く
は
、
い
か
ば
か
り
も
の
う
き
な
り
と
、
我
思
ふ
事
の
か
な
は
ね
ば
、
し

ゆ
く
わ
い
の
あ
ま
り
に
か
く
よ
み
侍
り
。
」
（
下
12
オ
） 

48 

千
載
集 

丹
後 

天
橋
立 

赤
染
右
門 

 

お
も
ふ
事
な
く
て
や
み
ま
し
よ
さ
の
う
み
の
あ
ま
の
橋
だ
て
都
な
り
せ
ば 

身
の
う
へ
に
お
も
ふ
事
な
く
て
、
よ
さ
の
う
み
を
な
が
め
む
に
は
、
い
か
ば

か
り
ゑ
に
し
あ
ら
ん
と
、
わ
が
も
の
思
ひ
の
つ
ら
さ
を
の
べ
た
り
。
つ
み
な

く
し
て
は
い
所
の
月
を
み
ん
に
は
と
い
ひ
し
も
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し
。

ま
た
こ
の
ゑ
に
し
を
み
や
こ
に
う
つ
し
て
見
た
き
と
な
り
。
」
（
下
12
ウ
） 

49 

金
葉
集 

山
城 

小
野 

皇
后
宮
権
大
夫
〈
師
時
〉 

 

炭
が
ま
に
た
つ
け
ぶ
り
さ
へ
小
野
山
は
雪
げ
の
雲
と
み
ゆ
る
な
り
け
り 

す
み
が
ま
の
け
ぶ
り
と
し
り
な
が
ら
、
ゆ
き
げ
の
く
も
に
み
ま
が
ふ
あ
ま
り
、

さ
む
さ
に
ぜ
ひ
を
わ
す
れ
給
ふ
な
り
。
作
意
い
と
お
も
し
ろ
し
。
此
哥
は
、

し
ゆ
つ
く
わ
い
の
哥
と
聞
え
侍
り
。
お
も
ひ
さ
だ
め
て
も
、
ま
た
す
て
が
た

き
は
心
な
り
け
り
と
あ
ら
ま
し
聞
え
侍
り
。
」
（
下
13
オ
） 

50 

続
後
撰 

陸
奥 

千
賀
塩
竈 

山
口
女
王 

 

我
が
思
ふ
心
も
し
る
く
み
ち
の
く
の
ち
が
の
し
ほ
が
ま
ち
か
付
に
け
り 

君
を
思
ふ
こ
ゝ
ろ
は
ち
が
の
し
ほ
が
ま
、
み
を
こ
が
す
と
な
り
。
か
く
つ
げ

ま
い
ら
せ
た
く
侍
れ
ど
も
、
う
ち
つ
け
に
も
い
は
れ
ぬ
と
な
り
。
女
の
哥
に
、

こ
ゝ
ろ
ふ
か
く
て
い
と
あ
は
□
□
き
こ

 
  

（
れ
）
（
に
）

へ
侍
り
。
思
ふ
と
も
き
み
は
し
ら
じ

な
わ
き
か
へ
り
岩
も
る
水
の
色
し
み
え
ね
ば
と
心
□
な

（
お
）

じ
。
」
（
下
13
ウ
） 

51 

新
勅
撰 

淡
路 

繪
嶋 

後
徳
大
寺
左
大
臣 

 

み
な
と
や
ま
と
こ
と
は
に
ふ
く
し
ほ
風
に
ゑ
嶋
の
松
は
浪
や
か
く
ら
ん 

そ
の
け
い
、
か
く
れ
な
き
め
い
所
な
り
。
名
に
し
お
は
ば
、
み
な
と
や
ま
よ

り
ふ
く
し
ほ
か
ぜ
か
か
き
つ
ら
ん
と
、
心
な
き
し
ほ
風
を
お
も
ひ
い
で
し
さ

く
い
、
ふ
う
り
う
に
し
て
お
も
し
ろ
し
。
」
（
下
14
オ
） 

52 

新
勅
撰 

豊
前 

門
司
関 

入
道
前
大
政
大
臣 

 
春
秋
の
雲
井
の
か
り
も
と
ゞ
ま
ら
ず
た
が
玉
章
の
も
じ
の
せ
き
も
り 

そ
ぶ
が
い
に
し
へ
を
お
も
ひ
い
で
た
り
。
さ
あ
ら
ば
、
は
る
あ
き
の
か
り
も

と
ゞ
ま
る
べ
き
か
。
さ
も
あ
ら
ね
ば
、
た
れ
人
の
た
ま
づ
さ
を
と
め
け
る
に

や
と
、
そ
の
い
は
れ
き
か
ま
ほ
し
。
」
（
下
14
ウ
） 
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